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ひとこと

　昼下がりのJR京浜東北線の車中で、長い茶髪で18歳くらいの青

年がロングシートの隅の席に座っていた。180センチ以上はあるプ

ロレスの選手のような体格で、とても目立っていた。とりあえず、

この青年を山田君と呼ぶこととする。

　この山田君、突然（だいぶ考えたのかもしれないが、私にはそのよ

うに見えた）立ち上がって、大きな声で、「どうぞ…！！」と目の前に

立っていた60歳ほどの男性（こちらは鈴木さんと命名）に席を譲ろ

うとした。大きな声に驚いた鈴木さんは、一瞬晴躇した後で、少し

離れた場所に移動してしまった。山田君の方も戸惑ったようで、席

に座りしばらく下を向いていた。

　20秒ほどたった頃、山田君、今度は、離れたところで立っている

鈴木さんのところに近づいて声をかけたが、鈴木さんは困った様子

で対応している。30秒くらい問答があったけれど、またも想いはか

なわず、山田君は頭をカキながら席に戻った。私のとなりの5歳ほ

どの女の子（詩織ちゃん）はジーと見つめ、そしてニコッとした。

　その10秒くらい後、山田君の席から2人ほど離れた場所に座っ

ていた70歳ほどの女性（佐藤さん）が、立ち上がって山田君のとこ

ろに行って「席を譲ってくれる？」とにこやかに話しかけ、山田君

はぴょんと立ち上がって、嬉しそうに席を譲った。

　若い親の子育てにちょっと不安な思いを持っておられる方も多い

ように思われるが、このような山田君の素直な優しさと詩織ちゃん

の感性が大切にされる社会でありたい。また、佐藤さんのような配

慮を大切にし、鈴木さんが恥ずかしがらないで席につける社会を作

りたい。そんなことを考える有意義な機会を与えてくれた若い山田

君に感謝するとともに、彼らの世代に「期待できる」と感じられる

ことが嬉しい。このような想いを込めて、今回の特集「若い親たち

の子育て」をお送りしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長・新保幸男
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頗若い親たちの子育て
｝総論

　　　友愛型家族⑳変化と

新しい現代家族Φ時代へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまざき　み　　き　　こ
　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川胞継福祉大学搬山崎美貴子

1．はじめに

　親による虐待、家庭内暴力（DV）等により児童福祉

施設に入所する子どもの割合が増加傾向にある。こう

した現象に「家族は従来の家族とは異なってきている

のではないか」と増大する離婚動向に関心を向ける人、

社会的影響の大きさから子どもの出生児数の低下傾向

やそれ以前の婚姻率の低下に注目している人も少なく

ない。結婚しないと一人前ではない、適齢期の女性は

皆結婚することが当たり前、という風潮はすでに過去

のものになりつつある。結婚せずとも家族を持たずと

も白山に生きていける時代状況となってきている。

　こうした現状を自身の幼少時代の家族体験を踏まえ

て言う場合がある、、「昔は家族がみんなで助け合って

生きていた。きょうだいは多く、いつもお袋が家にい

てご飯を準備し、家族全員で食卓を囲んだ。貧しく今

程殺かな食材は手に入らなかったがお袋の味は忘れら

れない」と言ったりする。…方で「lil親はみんなが寝

静まっている夜中に一人起きて繕い物や家の片付けを

やり、姑や予どもの世話で寝るll嚴もない。朝はいつも

一
番先に起き、みんなが起きてきたときは食事の支度

が整っていた。それに引き替え父親は一・番風呂、食事

の献立も特別扱いで母親をこき使っていた。母親は一

人で苦労を背負い文句もいわない。全く自由がなくみ

んなに気を遣って暮らしていた。実家に里帰り一つ勝

手にできなかった。母のようにはなりたくない。だか

ら、今は自由で家族に縛られず自分がやりたいことが

やれるいい時代になった」。家族は身近でE［常に密着

している存在である。そのため、このように家族の現

状を自らの体験した家族イメージと深く関連させなが

ら、’肯定的に、あるいは否定的に語る場合が多い。

　そこで本稿では、社会福祉実践の臨床的体験的アプ

ローチを試みながら、客体としての家族に肯定的でも

否定的でもなく光を当て、戦後の家族の現状を提示す

ることとしたい。まず戦後の家族の変動を大まかに3

時期に区分し、家族の変化を概観する。次いで近年の

現代家族の状況について焦点を当て、少し詳細に検討

してみることとする。さらに現代家族の特性と子育て

の関連問題について言及し、若干の課題を提起したい。

2．第二次世界大戦後の家族の変化

1）制度型家族の揺らぎ

　戦後の家族やコミュニティがどのように変化してき

たか。これはわが国の社会変動、とりわけ経済構造の

変化と極めて密接な関係がある。広井良典は、戦後の

第1期を「前・産業化（工業化）杜会」と名付けている。

前・産業化社会では家族は共1司体として機能し、家督

は単独相続され戸主権を確立し、その人を中心に主と

して第一次産業（農・漁・林業等）の家業を継承した。

　このような制度型家族を存続させ、生産単位として

の家を営む家督を相続した者、家長の同意により子ど

も達の結婚も執り行われた《，家督の継承だけでなく、

家族の身分も縛ってしまう法的な装置もなされてい
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た、，それは教育においても浸透してゆく仕組みが準備

されていたため、人々の意識構造にも人きな影響をij・

えた．この家業の継承、または家を断絶させないため

の家督の継承には、例えば実∫・がないか実r・が女r・で

あれば婿養r一を取るなどして継続する装置が施されて

いた，．その家督イ11続者は老親を扶養し、家を守り、先

祖代々の「14」を守る’∬が，P要な役llであった、

　lilじ後、旧民法は新民法にかわり長r・rp．独相続は廃止

友の相続権、女性の財産行為力く認められ均分相続制が

導人された　リ」女平等もぷわれたが直ちに制度四家族

からの脱却はなかった　ii伐後しばらくの問はまだまだ

長r・〔男∫・が多い．男子がいない場介婿養r・などに委

ねる▲による単独相続が慣i」♪1的に続行した．、「先祖代々

の墓を守り、家を（f：続させ親び）llli倒をみる1そ任は長り｝

にある」との恨習や思いがまだまだ根付いていたので

ある　新しいllJ代状況に向かう家族のありようと伝統

的な制度型家族のありようとの葛藤朋といえよう　現

に家制度を持続させるための養子制度は存続されてい

る、vir：系朋3111：代等の多世代同川の形態は、すんなり

と消失しにくいU本独特の家族形態ともいえよう．

　安藤山Xは次のように指摘している．［日本の家族

制度は）itE後、11‘1：系家族制から夫婦家族制に転換したと

1河仮説命題ll森岡H刃3」は留保しなければならない

だろう　かつてのように「家」を継承してゆくとばう

意識は今日では薄れているかもしれないが、f・どもの

うち維かが結婚後いずれは親と・緒に暮らす直系家族

制はi伐後なくなるどころかむしろ、その内実を変えて

存続しているとばえないだろうか1、興味深い指摘で

ある、広井はこの前・産業化q：業化｝の時代を1共

同体・家族内扶助、」の時代と位置づけている．．

2）工業化・都市化と近代家族・友愛家族の特性

　その傾向に急速な変化の兆しが見え始めたのは、産

業構造が第’次産業から第：次産業に移行し始めた時

期からである、．11’lii度経済成長期へ向かう1960年代ll「

頃から家が生産のtr．位ではなくなった　家庭外就労が
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進み働く場を求めて人日移助が始まり、6川∫への人川

tkt1‘が始まった　そして制度型家族、老親との同居を

含めた：1‖：代家族が1溺己の形態に変化が起こり始め

た．’1i時流行した言襲に「カー付き、家付き，ババ抜

き」があるが、若い次1吐代は仕事、学業の場を求めて

ttlSiliに移住、そして若いカップルを核とする新しい家

族が出現し始めた，，

　この11S期区分を1’産業化（ll業化〕社会」の時期と

しておきたい〈図1＞　この時朋の家族モデルは1愛情

によ’）て結ばれた夫婦とその了・ども達で構成される核

家族」である　このような家族は友愛家族、あるいは

近代家族と称される

　わが川で本格的に友愛家族が登場するようになった

背景には、こうした産業化が高度経済b瓦長期に本格的

3　111：　yλの児巾：と母’1生
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に進展し、人ll移動が急速に進んだことにあるといわ

れている、，まず、高齢者、老親を地方に残して別居す

る。拷呂市においても老親と別居する若いカップルが増

加し、高齢者のみの山：帯、商齢者の一人暮らしも進み

始めた．この時代状況に応えるべく社会保障制度が図

られ、高齢者の年金、医療保険制度が確立し始めた。

この「『経済rl杣扶養の外部化」が、核家族llll代の生

活基盤を形成するヒで極めて重要な役割を果たすこと

になる．制度刑家族とは異なる側面である。

　さらに昭和30年代ごろから少子化傾向が見られ始

め、合抑特殊山生率が注nされるようになった、昭和

49年以降は団塊の世代が適齢期に達した時期である

が、合計特殊川川率は既に人口置換え水準の2．08を切

り、以来2．0を超えることなく、本格的な少子化時代

の到来を迎えることになる。そして夫婦のみ1｜，1：帯、母

親と未成年の子どもによって構成される母子世’｝｝r、父

親と未成年の子どもによる父子世帯、一・人馨らし［lt・帯

など多様な1吐帯梢成が誕生した。

　近代家族は夫婦則相’1：の愛情とか信頼という情緒的

絆で結ばれるため、制度型家族のように親族や同族、

地域共同体との付き合い、結びつきは強くないと言う

特性がある．コ〈図1産業化（工業化）社会〉のとおり核

家族図の中で大きく」｝；かれているのは夫であるが、夫

が生計維持者として家庭外就労により得られた賃金に

より生計が維持され、妻や子ども達は被扶養者として

kの庇護のもとに生活を遂行する、、1970年代に多く

の専業主婦が登場したのはこうした背景からである。

性別役割分業一即ち、夫は家庭の外で就労し生計を

維持し、妻は子育て・家事を分担するという、夫の優

位制が保たれた機能分担がなされた。

　しかし、このような「夫が妻子を養う」、「愛情によ

って結ばれる」、「性別役割分業」という近代家族の特

性も様々な変化を起こし始めた。

3〕近代家族の変化

⑩「夫が・妻r・を養う」という機能の変化
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　「夫が．Jt：子を養う」には、夫にそれだけの高い］1又人

が保障されなければ成り立たない。r一どもの学費高騰

やイ1三宅ローンを抱え、妻の就労を余儀なくされている

世帯は少なくない。一方でIT化が進み、女性の就

労・社会参加の機会も拡大し荷学歴化が進み始めた。

②性別役割分業が役；馴協業型に大きく転換したか。

　この問いには直ちに肖’定的な答えは川しにくい。男

女により雇用形態や賃金に差があり、パートや派迎は

常川1雇用になれない、，夫の扶養控除からはずれない賃

金を限度として働く場合、子育て、老親の介護との関

連で就労時間、就労場所を調節するなど多様な就労の

選択がなされている。また、出産、子育て期にやむな

く就労を中断した妻も少なくない。

③ライフスタイル化、個人化の問題

　そうした中で、次第に女性達は白らの生き方、個性

を主張し、個人化、ライフスタイル化が進んだ。夫に

従順に従い、家のなかで家事や育児にいそしむライフ

スタイルから抜けだし、自分らしさ、自身の1il：．体的生

き方を主張し、模索する女性が増え、実質的に男女平

等が進み始めた。夫が家事や育児を「ちょっと手伝う」

から「しっかり分担する」という家族も若いill：代に多

く見られるようになってきた。職場や教育現場等でも

セクシュアル・ハラスメントを禁じるなど次第に女性

の人権倫理を守る活動も活発1：なってきている、，

Ctl）DINKS、晩婚化、未婚率上昇・の傾向

　他方で、夫が育児休ll段を取ったり、子どもが病気と

なった場合に妻と交代で休みを取ったり、育児11寺間を

Jne’｝．するなどは周囲の理解が得られにくく、育児・家

事の負担は依然として妻中心という変わらぬ現実も続

いている。そうした状況を反映してか、結婚しても子

どもを産み育てることに蹄躇したり、結婚そのものを

蹄踏する晩婚化も進み始めている。あるいはシングル

のまま人生を全うするという未婚も、この20年間で

未曾有の増加傾向を示している。30歳を過ぎても実家

を出て独立しないパラサイト・シングルも増加傾向に



ある。結婚することにより、r1川な生活、ライフスタ

イルに縛りがかかり、経済的に扶養を強いられること

を避けたいから、という予測もされている．

4）子育て、家事労働の「外部化」の意味するもの

　さらにj”tiてにとって、改要な側面は第3期にあた

る成熟社会・高齢社会のlkilUl［x：分である．．〈図Dに示

される通り、家族はそれぞれが個人化して、家族とい

う枠組みで括られず、家族それぞ’れのライフスタイル

が優先され、家庭内にあったものが「外部化一1してゆ

くのである／．t女性の社会jElllと共に、家’1［労働の外部

化、∫イfての外部化、介滋の外部化が進行し、もはや

家族内で行われていた家事や育児が、礼会的資源を活

川しネ・ソトワークしながら実行される時代が到来して

いるのである，．

　愛情、友愛とは移ろいやすく変化しやすい。そのた

めひと度絆に亀裂が生じると、家族生活・家族関係を

維持しにくくなるという側面をWする。離婚、別居、

婚外r・の川生などによるひとり親家庭、中でも母r一家

庭が増加している，

　さらに婚姻という枠にしばられない内縁婚や1司1、i「等

の形態を取らない場合もあり、11r婚も増加してきてお

り多様な家族が登場する時代となってきているlt

5）結びに変えて・一ネットワーク型家族の行方

‘．．U進展する「男．女の役割融合」

　1970年代に性別役割分業に支えられて登場した友愛

型・近代家族モデルにも揺らぎが始まったといわれ

る．それは、女性の社会進川、　1人働き家族の川現と

肋閲係ではない　しかし、その結釆、男女’ド等は本当

に進んでいるのだろうか．．ここが問われるln要な課題

である，、個人の尊厳が保障され、．t：と夫が人L））なパー

トナーとしてiylいに尊爪し合い、　r－ffて・家小を話し

合いによって分担し’ド等な立場に1）二って家庭を経営す

る、そんな家族が多く登場しなければならない、．「男

女の役割融合」はますます進展するであろう．．

②．個人化、ライフスタイル化、多様化

［特集1若い親たちの了・育て

　結婚オII手の選択、結婚の時期、離婚も個人のr1己決

定に委ねられ、結婚という制度によらない非婚、結婚

してもr・をたない等脱制度化も進む1り’能性が高い、、個

人化、ライフスタイル化、多様化が進むことは間違い

ない．り淡であろう．

・斑不｜1∫欠なネットワークに支えられたコミュニティ

　さらに、子育て、家’1［労働、高齢者のケアは家族の

内部で実施されなくなる。こうした機能は家族の境界

を越えてコミュニティの資源と連結しネットワークさ

れないと機能できなくなってきている　家族だけでな

く、ネ・ソトワークに支えられたコミュニティの存在が

不！1∫欠になる．、

．’

・1．．展開されない家’∬労働

　家事労働や育児、高齢者のケアが．r一どもの成長・発

達にtu’える影響は少なくない，，例えば、食‘網乍りが縮

小され、コンビニ弁当、インスタント食品、ファミリ

ー レストランの活川などにより∫・どもが料川を’iu’．i’え、

食材を選択、吟味する体験が乏しくなる　家事労働が

展聞されない．邪になる、

1．

5：ネットワークが家族の絆を変えてゆく

　モバイル機器の登場は、家族のネットワーク型、開

放型に拍中：をかけた，・場による制約を排除し、場の共

イパ同居）の放棄をもたらす11∫能性もある，，片時も離

さずポケットに携帯するモバイル機器が家族関係に介

在し、家族メンバーの関係をつなぐ重要な要素となっ

てきている　ネットワークを活川する生活者のライフ

スタイルが家族の絆を変えてゆくことに注llしてゆく

必要がある．、．

キーワード：友愛家族と家庭内労働の外部化

　友愛家族から個人のライフスタイル化・家庭内労働の外部

化に伴う時代の到来と共に、家事や子育て介謹などの労働が

外部の資源を活用して行われることn
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囹園若い親たちの子育て
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迷惑

ロンドンにいる娘夫婦の緊急事態に、孫の世話をす

るためしばらく向こうで暮らしてきた知人女性の話で

す。1］｜hlほっこでもさせてやろうと、孫をのせたべビ

ーカーを押して公園に散歩に出かけました。その道す

がらずっと、周囲の人の眼差しの暖かさに嬉しくてし

かたなかったそうです。

　日本でベビーカーを押していると、じゃまそうにに

らまれたり、「他人の迷惑も考えて外出しろ！」とで

も言わんばかりの態度に会うことが少なくありませ

ん。思わず、「あなたは赤ちゃんだったことはない

の！」と言いたくなったりします。いったいこの述い

は何だろうと、ため息が鵬たといいます。

　たしかに最近まで、取内放送で「混み合って他のお

客様の迷惑になります。ベビーカーはたたんで…」と

言ったりしていました。赤ちゃんを抱いて、たたんだ

ベビーカーを持てば両手はふさがります。でも他にな

にも荷物がないことなど希です。これでは手が三本に

なったら電車に乗って下さいと言っているのと同じで

す。

　このような、想像力や共感性を欠いた迷惑論が蔓延

しています。その結果、「迷惑をかけない」という言

葉だけが、それぞれの状況や事情を受けとめ合うこと

抜きに…人歩きして仙値になったりしました。

春の宵

　春先の雨の夕方でした。午後から降り出したせいで、

傘を持たないで出かけた人も多かったのでしよう。タ

クシー乗り場には長い列ができていました。私は夜に

実施している家族療法訓練の教室に行く途、ヒでした。

多くの人たちは家路を急いでいる時間帯です。

　並んでいる私の後に赤ちゃんを抱いた若い母親がき

ました。すぐ気づいたのですが、毛布にくるまれた子

は熱があるようでした。携帯電話で話しているのが耳

に人りました。「今、駅前まで来たんだけど、タクシ

ー一が混んでいて30分以．ヒかかりそう…。病院の受付

は何時までかなあ…」と話しています。雨の夕方は

刻々と肌寒さを増していました。タクシーはなかなか

やってきません。

　気になって仕方なかった私は母親に、「こんな所で

順番を待ってないで、前の人達に先に乗せてもらえな

いかって頼みなさい1」と言いました。「でも、ご迷

惑では…」というので、「勝手に気遣っていないで、

皆さんに自分で聞いてみなさいよ1」と、強くいいま

した。

　このやりとりを見ていた前方のおばあさんが、「こ

こへ来なさい、私が替わるから」というのと、先頭の

人が「どうぞ1」と言ってくれるのが同時でした。そ

して直後にやってきたタクシーに乗って母子は姿を消

しました。

世界の児童と母性　6



　列の全貝が一人分の順番をll良ったことになりまし

た　良かった…という空気と共に、［小さいr一はすぐ

高熱を川したりするから心配ね…」と話す声が開こえ

ました　私はその時、母親がばったご迷惑…というぼ

菓を思い出していました、

　他人に迷惑をかけないように生きる、どこかでそう

教えられたのでしょう、問違っているとは思いません．

しかし人は他人に迷惑をかけないで生きることはでき

ません・迷惑をかけてしまうものだという’iを悟がない

と、迷惑をかけないことが本末転倒の‘rL：要な血【ti値観に

なったりします　他人に迷惑をかけないなら、何をし

てもよいという説教も、分かったような分からない話

です．

　あの時、「ご迷惑…．1かどうかが基準ではなく、赤

ちゃんをすみやかに病院に連れて行くことが、母親に

求められている一番の課題でした　それはたまたま列

にいた私達にとってもそうでした　誰が迷惑だと思う

と彼女がXJ’えたのか疑問でした．．

　ひょっとしたら、彼女の知っている他人とは、そう

いう存在なのかもしれません　実際は、列に並んでい

た人たちはみんな、良かったと思’」ていたのにです

　∫・育ては周りの人のll艮万しによって、文えられたり

1‘1、：しかったりします　それはlll：のllrがそうだというば

［特集1若い親たちのr育て

かりではなく、育った環境や時代によって、n分n身

の中に作られたlttiも人きいと思います，そして、親に

なって初めて気づく中に、こんな’∬もあるので］’・育て

はしてみるものだと思います

子育て支援

　「f’どもが小さいうちは、母親は育児に・］∫念すべき

だ．1、こんなことをll’うと、すぐさま反論が返ってく

るでしょう　この台詞は長い間、怪しげな母性本能論

や、　三歳までは…という神話によって文えられてきま

した．．ですから私も反射的にいかがわしそうに反応し

てしまう，1一い回しです、

　ところが、そんな，操をHにしたのは以ドのような

如；文の叩でした、、「スウェーデンでは、友はf・どもが

小さいうちは育児に専念すべきだという考えの人が多

く…」、ちょっと驚きました．なんとなくイメージし

ている北欧社会に似合わない気がしたのです

　この前後の文脈をたどると、こういう事でした　ス

ウ」．一デンではtt　l’lll歳からll’四歳までの全女性の

：割は育児休業中だというのです，　・年以1’．の育児休

業を取る人も多く、父親の育児時川も］lasよりずっと

長いといいます　つまり、両親がr一どもに時間をかけ

た育児を実現しているのです、．川全体がこの割合です

から’1i然、その時期が過ぎると化’川こ復帰することに

なります

　日本で同じ台詞が使われるのは、1り：親になった人に

退職をという要請のある場所です．、夫やJtの母親から

、1われたり、雇川ドからそれとなくほのめかされたり

します　　・方、質の良い労働力不足が懸念される場で

は、llヨ〉ζ対の現象が起きます　有能で得がたい女性の

周りには、川産の先延ばし則待が漂います．そして川

産した場合も、∫・育ては川来るだけ㍉［く誰かに任せて、

あなたには本来の仕’ll：で活躍してもらいたいと茨請す

るのです

7　10：界の｝E▲’i］：と1り：’1生



［特集／若い親たちの子育て

　乳幼児期のr育てには母親が大切だと言いながら、

幸せな子育てが出来る環境作りとは方向違いな現実を

語りますt．また、比較的豊かになった今日では、r育

て専業の．i三婦がいいと思っている女r人生もけっして

少なくありません。

　いずれにしても∫・育ては押しつけられてするもので

はありませんが、私達は几本的に次［li：代を育みたい欲

求を持っているのでしよう。

　ド1分の働いた結果（利益や成果）を、全て自分が享

受できたとしても、人はそれほど充たされないように

思えてなりません。意識するしないにかかわらず、∫・

育て仕1∬は自分の人生を未来に向けて∪かにする大き

な装置に思えてなりません。自分だけのことで精’杯

の人は、とてもその余裕がないので．’人II「Fしむのです，．

　育児ノイローゼの要因は、母親だけでの孤独な子育

てです、学校に行って、就職をして、恋愛をして、結

婚をして、みんな集団の中で共同で行ってきたのにr一

育てだけ白分’人．、そんな追いつめられ感が新米ママ

を襲います。

　父親が」㌘育てに非協力的だというのを、男の問題だ

というのも的はずれな気がします，，子ども好きのり」性

は多いし、r育てを楽しめる男性もたくさんいます．

　ただ労働環境の悪さや、了育て渦中の人の行動への

社会の否定的限膿しが父親を子育てから遠ざけていき

ます。mallの残業やlli身赴任。それを拒否すれば生計

の安定が根底から崩されるような状況で、仕事に追わ

れる男性を、父親としての自覚の問題だと語るのは誤

りでしょうth

若い親

　歳若く結婚して、親になる人が少なくありません。

1・i．i・くからご；・’F労さんと私は思います。ところが、一：卜

歳前の母親をみると、「r・どもがr“ども産んで…」な

どと、批判的な視線をltli）ける世間があります。これに

llt界の児童と母性　8

同感する人たちは、こんな‘1［実をどう見るのでしょう。

　今日、ll［界における1’代の女性千人あたりの川産は、

東アジア地域が偏って少ないそうですc、日本、韓国、

lll国、台湾、ここでは八人程度。中でも日本は少ない

方のトップだそうです、，統計をみると東南アジアはも

っと多いですし、ヨーロッパでも十～二十人。アメリ

カはIII．卜人と比較にならないほど多いのです。

　なぜ東アジア地域だけこんなに少ないかは、儒教精

神における家族観などが語られますが、実際のところ

はよく分かりません。ただ、はっきりしているのは、

十代の川産についての世論は、この地域が一番厳しい

だろうということです。川1の）1iは少数派にはとかく冷

たいものです，，

　児箪：虐待でニュースになる親が、たまたま若い夫婦

だったりすると、それが原囚であるかのように騒ぎま

す、、しかし児童虐待はなにも親が若いことが理山で起

きているのではありません．もしそうなら日本は、llヒ

界一児↑fi：虐待の少ない国であるはずです。

　彼らの生活を想像して、r“1iいのに．f’どもを抱えて、

よく頑張っている」となぜ思えないのでしょう。若年

労働者の就業条件はけっして良くありません。雇川も

不安定だし、給料も安く、労働時川も長い。それでも、

少ない給料で暮らし、限られた楽しみの中で∫・育てを

しています．振り返ってみれば、これは戦後長いあい

だ、］14i社会で親になった者が過ごしてきたスタイル



です．、

　実家に長居して、次々プランド品を買い込む娘さん

や、いつまでも自宅にいる．e．　r一さん、これが新種なの

です，将来の独こ！1、］’i　“t！のことを考えると、この人達

のノ∫が心配になりますが、生き方の選択はIt　II［ですか

ら、他人がとやかくばうことはないでしょう、．、

　であるならば同じように、卜代で母になり、r・fiて

をしている若．者達を、色眼鏡で見るのもやめるべきで

す．、今、少子化を案ずる声には多くの同意が得られて

います。ならば’層、若くして］㌧育ての人変さを引き

受けた人達に冷たいlll：論を容認すべきではないでしょ

う、若い両親が元気で、明るくf’どもを育てられる社

会のムードを作るのも人人の役割です．．

できちゃった結婚

　できちゃった結婚なんて1操が般に通川するよう

になりました。最近の婚姻の四組に・組がそうだと聞

きます．、どんな経緯であろうと、とにかくゴールイン

して、子どもが産まれるというのですから、お幸せに

と思います「でも、この流行はいったい何を示してい

るのでしょう、．

　人間の行動選択の観点から見ると、できちゃった結

婚には自己決定の回避という二；Lアンスが含まれてい

ます．、

　考えてみてドさいt．，人は毎日、様々なことを決めな

ければなりません。そしてn分の決めたことに1’［任を

負わなければなりません，良い結果ばかりなら考える

こともないのですが、時には誤りだった結果を引き受

けて、後始末をしなければなりません．，Iil「iかのせいに

して、文句をぼって済むなら楽です、．r一どもにはこう

いうところがあります、「お母さんがこうしろと言っ

たから…」とか、「親がこんな風に産んだから、僕は

こうなった…」などとよく言ったりします、．

　その対．極が白分のすることをtt［己決定して、結果責

［特集］？iい親たちの子育て

任を負うということです。画親に無理に進められたお

見合いで結婚した女性が、夫如｝川でf可かあるごとに、

親元に戻ってきて、文句を言っていたのを知っていま

す，－1111」、高校小だった私でさえ、いい歳をした人人

が何を言っているのだろうと不思議な気がしました、，

　今振り返ると分かる気がするのですが、要するに自

分で決めていないことがその人を幼稚にさせていたの

です．．「お父さんが良い人だとほうから結婚したのに

…」などと言っている段階で、大人であることを放棄

しているのです。だから大人になるためには、n分で

決めなければならないのでしょう．、

　あえてi．「うならば、できちゃった結婚の弱点がここ

にあります，無倫、自分たちの抱えた結果を、結婚と

いう次の決定で引き受けている而も忘れるべきではあ

りませんが．t

　ものごとは．lz手くいっていれば、どんな経緯だって

いっこうにかまいません、ただ、1i　T：くいかなくなっ

たとき、決断と実行をr1分たちで行っていない弱点が

出るのでは…と思います、

　これは別の見方をすると、できちゃった結婚の増加

する時代は、そういう弱点を多くの人が共有する時代

だということです，、なかなか自分では決められないけ

れど、川た結果は引き受けようと思う。けっして不1誠

実な人ではないのですが、責任を意識して行動決定す

ることに弱いのです．

　こういう人が増えた時代が同時に少子化であり、晩

婚化であり、非婚化でもあるということです。

　人は暦年齢で大人になるのではなく、その役割と貴

任を課せられて、取り組み始めた時に大人になるので

す、，危なっかしい面があったとしても、若くして親に

なる決意を固めた人達にエールを送りたいと思います。

キーワード：自己決定回避
意識して自らの行動を決定しようとしないこと。

9　！ll：界の児竜と母性



国園若い親たちの子育て
c　い』．
　　　　論総．

　　　　　　　　　　発違冒る家族

うイプス肇一一ジからみる糟い親たち

　　　　　　　　　いわかみ　ま　み

蝋子蛸教授岩上真珠
1．

1．ライフコースとライフステージ

　個人の一・生は、発達的に変化すると想定されており、

加齢に応じて、いくつかの段階を設定することができ

る。個人のライフコース（人生過程）は、通常、①乳

幼SSEJ9］、②児竜期、③青年期、④成人前期、⑤成人後

期（中年期）、⑥老年期に区分される。このように、ラ

イフコースに応じて発遠．ヒの異なる課題を有する、い

くつかの区分された人生上の期1用をライフステージと

いう。

　とはいえ、設定されたライフステージは、ジェンダ

ー、階層、地域、時代など、個人のおかれた社会環境

条件や文化的条件によって内容が異なる。さらに、そ

のステージに対応する規範的な年齢についても…様で

はない。つまり、ライスステージは、社会システムに

対応した相対的な区分であり、社会の変動に応じて変

わりうる。

　実際、1990年代から世界的にみられる趨勢は、成

人前期開始の遅れである。もっとも、成人前期はフ

ル・シティズンシップ（「一一・人前の成人」に認められる

法的・杜会的な権利と責務）の獲得の1嗣Olとみなされ、

そのメルクマール（目安）は「親からの自立」「結婚と

生殖家族の形成」とされているが、未婚期の長期化、

親元1肋1｝の長期化、結婚および子どもをもつタイミン

グの迎れなど、ここ20年問くらいに進んできた変化

は、　・般的に、青年期の延長、成人期への移行期間の

長期化（要するに、なかなか大人にならない／なれな

い）現象と認識されている。

　ところで、ライフステージとしてはもう一つ、家族

周期（ファミリー・ライフサイクル）の段階に応じた

考え方もある。かつてアメリカの社会学者R．ヒルらが

行ったように、結婚から始まり、①子どものない新婚

期、②子どもの小さい時期（出産・子育て期）、③子ど

もが独立する時期（脱親期）、④子ども独立後の夫婦の

みの時期（エンプティ・ネスト期）、⑤配偶者を亡くし

てひとりの時期（孤老期）といった具合である。②の

子育て期と③の子ども独立期はさらに、末子の年齢で

より細かく区切られることもある。この規範的な家族

周期段階に応じた家族発達モデルは、夫婦を中心とす

る核家族を前提としていた。

　しかし、欧米で70年代後半から離婚・再婚が増大

し、ひとり親やステップ・ファミリー（再婚後の家族）

も「例外」ではなくなった。こうしたライフスタイル

の多様化にともなって、70年代の家族周期モデルは、

理論的な立て直しを迫られることとなった。家族周期

モデルでは、だれもが皆、典型的な夫婦家族制のサイ

クルを描くことが暗黙の前提であったが、斉一的な家

族周期モデルに代わって、近年では、個人が多様な発

達を遂げながら、白らのライフコースに応じて家族を

形成するというライフコース・モデルが、家族発達の

祝点にも取り人れられるようになっている。

世界の児童と母性　10



2．「親になる」ということ一成人前期の重要課題

　成人前期のもっとも大きな課題は、　・般的には、経

済的に独」アし、結婚してr｜らの家族（生殖家族｝を形

成することであるとされる．もっとも、結婚しない選

択肢もありうるので、こθ）課題は今1．1では川対’化して

いる．同様に、その生涯で、湿もが．親になる経験をす

るわけではない，、未婚化の進むノ川では、親になる年

齢も訓人差が人きい．．したがって「親になって・人前」

という、一「説は、「結婚して・人前．1と同様、象徴的で

はあるが、ある意昧で渓’｜1ではない．

　とはいえ、親になるということは、r・どもに対して、

またr一どもを通じて社会に対して、1’MT，をもつという

ことでもある　親になるという経験は、これまでも現

在も、成人期の前’トに期待されるメイン・イベントで

ある，，ただし、今日では結婚・川産年齢の遅れで「成

人前期」のステージ11Ktgが人生の後ろへ繰リドがる傾

向にある、かくして、今llの若呂’の大’トは、川対r1勺に

長い成人への移行朋を経て、パートナーを形成し、家

族をもつという出来」［を経験する．　・般的にいって、

男女双方にとって、親になることは以前よりもずっと

弛しくなっている　それにはいくつかの川由がある旨

　1つには、今ll、視になることの価1山は、他の多く

のflllif直との競合にさらされている　とくに女性には、

親になることと絡んで、什’∬を続けるか辞めるかをめ

ぐって複数の選択肢の綱整とr1己決定が待っている．

続ける場合には、1司じ仕’∬か職種を変えるか、働き方

を変えるかといった、さらにいくつかの選択肢を決定

する必要がある、．他方、辞める場合にも、　・ll、｝辞める

か、永久に辞めるか、復帰するならどうするか、とい

ったさらに多くの決定を迫られることになる．、

　2つめには、若い親が親役割に慣れていないという

ことである．．少r一化の中で育った才liい親は、　n分白身

がもっぱら親から［してもらう」ばかりで、誰か（弟

妹）を川硫する経験をほとんどもたない　したがって、

1：特集］若い親たちの∫・育て

刊U川9社会化のほとんどない若い人たちが、f・どもを

もったからとい’．）て、すぐに親役割をスムースに果た

せるとは限らない、．むしろ戸惑いのil‘に放り込まれる

ほうが多いのではなかろうか、この状況は111iばかり

ではないようで、オーストラリアでは、保健体育の科

1［t［［ベアレンティング」を取り入れ、親としての役

割を」ち則的に社会化する親業訓練の授業を行っている

中学もある

　3つめには、自分の親がすでに親モデルにならない

ということである．火が働き、友が家事・育児をする

という性別役割をi’j’；’Eする専業1ミ婦文化の中でr－fiて

をした70年代のrza・［｛1：代と汎なり、301歳代をili心とす

る若い∪親たちは、社会進出を遂げ、ジ⊥ンダー役割

にも敏感である．．i£　1U：代ほどには簡「r．に性別分t｛を1「1’

定しない「他Ji、自分の規がモデルにならないことは、

男性にとっても同じである　父親役割への期待が、彼

の父親の時代とは大きく異なっている．．「父親」に対

して、より積極的な育児参加が求められるようになっ

てきており、その意昧で仕’∬との両立はtg・2”の問1、辿だ

けではない、若い親たちは男女とも、ill：代問ギャップ

を背培に、モデルのない叩で新たな親像を模索しなけ

ればならなくなっている

3．「子育て期」の様変わり

　この’r－　jllJ紀に大きな変化を遂げたのは女性のライフ

コースである，、、とりわけ1970年代以降、その変化は

急激で、かつ多様である、．この多様性をもたらしたド

たる要因は職業Lの役割と家族役割との組み合わせで

ある．

　女性が階lf4を別わず学校“”ti後に職料1会へ」態出す

るようになったのは、11n”では高度成長後にtkじた産

業構造の変化の結果であるとみなされる．70年代以降、

第：次産業が｜こ流となり、多くの未婚久性を労働ll↓場

に吸引するようになった．．とりわけ、高学歴女性をtlr

ll　111：界の児ドir：とlsu生



［特集］若い親たちの子育て

　　　　　〈図1＞女性の理想・予定のライフコースおよび男性の女性に期待するライフコース
　　　　【女性：理憩】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1女性：予定1
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　第9回田査（1987年）

■第†O回団査〔1992年）

■第12回商査（2002年）

　専※主婦　再就職　　両立　　DlNKS　非婚就業

【男性1女性への期待1

　第9回鯛査（19S7年｝

●第10回調査（1992年｝

■第↑2回贋査〔2002年〕

　　　　　　専業主婦　　再就職　　両立　　DINKS　非婚就業

心に、ライフコースが大きく親の1［t代とは異なるよう

になっだ、とはいえ70年代には、女性は結婚すれば

退職するものという専業．i三婦規範が、社会にも女性自

身にも強かった。実際、20歳代後’トの女性の労働曲線

は、70年代半ばでもっとも低くなっている。80年代

に入り、女性の職業進出が広がるにつれ、いずれかの

時期（あるいは生涯にわたって）に職．業とかかわって

生きることが女性のライフコースにも一般的に織り込

まれるようになってきた，にもかかわらず他方では、

家事・育児の家庭役制は相変わらず「女性のもの」で

あり、そうしたギャップが80年代以鰯i進行する未婚

化の．一・因と考えられている。

　図1は、回．立社会保障・人1111｝1題研究所が5年ごと

に行っている未婚．女性の理想’．予定のライフコースと

男性の配偶者に期待するライフコースである。これで

みるとわかるように、90年代後」似降「理11想」では両

立型が増えているものの、「予定」では再就職型に集

中する．傾向にある。男性の「期待」と、．女性の「予定」

はほぽ同じラインを描いているc，このことが示してい

るのは、①両立型を志向しながらできない環境条件の

不備と、②女性自身が子育てを垂視し、いったん職業

　認

擢4。
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　第9回鯛査clgs7年）
■鮪10回田査（1992年）

■第11回洞査〔1997年）

●第12回調査（2002年）

専業主婦　　再就職　　　両立　　　PINKS　非婚就業

》主：19－－3a虚未婚者

標本敷（女性／男性｝　：19BT年C2，605／2．605）、　‡992年C3，647／4．219）、

　　　　　　1997年f3，912／3．992）．　2002年C3，494／3．S97［

ライフコースの放明：

【専窺主婦1＝結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の襖会に退祖し、

　　　　その後は仕事を持たない
【再就職】ロ結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の概会に

　　　　いったん退職し．子育て後に再び仕事を持つ
1岡　　立1＝結娼し子どもを持つが、仕事も一生続ttる
（DINKS】＝結婚するが子どもは搏たず、仕事を一生続ける
【非婚就鱗｜＝結婚をせず．、仕事を一生続ける

　　MvY“二「第121rll’II生動向】‘本1別在Vd．11わがII：1独身梢の斜娼｝敗と家放観j

　　　　l．1．1立社久保蘭・人川181題研究所　L）o［）．tSl’．

から退くことを自ら希望しているということ、③男性

が配偶者の就労を希望するようになってきたものの、

やはり子育て期間叩は妻1こ家庭役割優先を望んでいる

こと、であるc、

　人生において、「子育て期」というステージが何歳

から始まるか、どの程度続くかは個人差がある。しか

し、親になる経験をした者には、ライフコース上に子

育て期聞が必ず・・定期間存在する．若い親たちにとっ

て、このステージをどのようにイメージするか、どの

ように準備するか、他．者（パートナー・家族・地域・

友人・職場の人たちなど）とどのように協力しあうか

は、家族生活の前半における最大の課題といえる。従

来のライフサイクル論における「子育て期」では、親

子・夫婦という家族内の役割関係のみが問題にされた

が、実はそれ以．ヒに、’r・k’て期のライフステージにお

ける主要な課題は、本人の仕事、およびパートナーの

仕事との役割関係調整なのである。90年代以降先進社

会では、男女とも「家庭も仕山も」を1＝1指して、家庭

責任の男女双方への割り当てと、仕事との両立の体制

作りが進んでいる。

　しかし90年代には、子育て期における家燧と仕事

世界の児童と母性　
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の調整は、日本ではまだ多くの点で「女性の問題」で

あった、．今｜11：flに人ってからll本においても、それは

急速に男女双万の問題として認識され始めた．．、その1．

つの背景は、止まらない出生率低ドであろうt／，男女と

もに働き方を見直す、あるいは、ワーク・ライフ・バ

ランスを考える、といったテーマは、実はr’育て期と

いうステージにある、就労している若い親たちを念頭

におかれたものであることは疑いない．

　子育て期の課題をめぐっては、「親（とりわけ．母親）

が子どもとどう何き合うか」から、「社会（とりわけ行

政と企業）が」午fてJV］の親をどう支援するか」という

スタンスに確実に移行し始めている，，ライフコースに

おけるr・fiて期というステージは、それぞれの若い親

にとって大きな課題であるとlii川t、iに、社会全体の最大

の課題と認1識されるようになっている．t．その意味で、

「r－tiて期」は、個人のライフコースと社会システム

の交差が、今日、もっとも焦点化されているステージ

といえる，、

4．ライフスコースの多様化と家族発達

　ライフコースとは、さまざまな役割を経験しながら

歩む生涯にわたる人生行路である、、多様なライフコー

スの選択が許容されるようになったということは、個

人のライフコースに沿って営まれる家族もまた多様で

ありうる．．．結婚するのかしないのか、rどもを産むか

産まないか、f可人産むか、∫・どもを誰とffてるか、ど

のように育てるかなど、それらは個人の人生の11標に

照らして「選択」される事柄となった．選択性の高い

社会とは、そうした選択と〔1己決定とがたえず求めら

れる社会でもある、

　しかし、どのような選択であれ、それは個人の以前

の経験を踏まえて選択され、その結果を踏まえてまた

次の事態が生じる、という道筋をたどる．．社会学者の

ギデンズは、こうした関連しあう選択の連鎖を「再帰

［特集］若い親たちのr育て

的」と名づけた。つまり、ある経験が個人の内面で評

価され、その評価（反省や誇り）をふまえて次の経験

が起こる、というわけである。今llでは、発達もまた、

・方向的ではなく、他ノ∫向でtlj’塑的だと考えられてお

り、その意味では、発達とはギデンズのいう再帰的な

経験そのものの過程であるtt

　家族は、個入の発達に沿って、発達する。家族とい

うカテゴリーを構成している複数の個人の選択と瑚幣

が、次の「家族」の形態と課題を構成することになる、．

新婚朋→r一どもを持つ、という道筋をたどらない家族

の発達もありうるように、r一どもとかかわる時期もか

かわり方もさまざまでありうる。どのような形をとる

にせよ、若い．親にとって仔fて期というステージが充

実したものであれば、その経験が、親にとってもr・ど

もにとっても、その後に続く長いライフコースにおけ

る個人と家族とのかかわりを、豊かに「発達」させて

いく基盤となるに述いない、．

参ぢ文献

岩ヒ真珠12003）「ライフコースとジ．Lンダーで読む家族』有

斐問

消水浩昭・森謙1・岩．L，’［Jop・川日凸弘都i｛2〔｝〔｝・1）『家族1了1：命」

弘文「ili：

学｝　ヒ！’｛．J朱　・Jl［山奇賢　　・・藤十］’ii：’之　㊨　要IIli’f’i〔痂（2002｝村：会Wii朽［

」1§礎シリーズ13『ソーシ・x・ルワーカーのための社会学』イ「斐闇

ジョン・クローセン〔佐藤慶・ll：・小島茂1沢）｛’LtOOOI　fライフ

コースの杜会学］〔新装版〕11［稲川大学ll｝版剖1

アンソニー・ギデンズ〔秋吉X都・安藤太郎・筒川淳也訳）

〔2005）1’モダニティと［’1　Liアイデンティティjハーベスト社

bil、｝：社会保障・人｜．｜問題研究所（20〔レ｜）「第121），｜川生動向基

本1凋在n　独身♂∫年層の糸lll婚観とr一ども観］

キーワード：ライフステージ

　加齢に応じて設定されたライフコース上の区分をいう。生

涯発達心理学をもとに、社会生活上の役割期待を加味して、

ステージこiとに異なる発達課題が想定される。ライフステー

ジには、時間の経週の中で、行為のバターンや関係が変化す

るということ、それが「発達」という概念で表現されること、

また、変化の速度や方向性は、個人の資質や、歴史的、社

会・文化的な影響を受けて多様でありうることが含意されて

いる．

13　阯界の児．L／ltt：と母’ド1…



曙園若い駄ちの子育て
r　　　　　　　　・＝一‘　一　　　　一’
　　若い親たちと子育ての現状

子育て負担感と親たち⑳生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　し　だ
広殿数秋学燗科学部燗櫛1・学科助搬吉田あけみ

L

1．子育ての現状

　少子高齢社会の到来とともに、子育てをめぐる諸問

題が取りざたされているが、それらの問題を考えるに

際して、まずは子育ての現状を把握しておく必要があ

ると思われる。2003年実施の広島市在住の0歳から3

歳児の子育てr｜1の母親に対する調査、2005年実施の

広島市在住の0歳から3歳児の．r・ffて中の父親に対す

る調査、2004年から2005年にかけてt，11｜国新聞が実施

した紙．1こアンケートから浮ぴあがってきた子育ての現

状を概観してみる。広島は地理的にはll本の西剖～に位

澱する都市部ではあるが、住民の所碍や職業構成など

については日本の平均的な位置にあり、コンビニエン

スストアやファストフード産業の叩には、初物栢入の

際の市場調査地としている企業もある。よって広島の

データに過ぎないとは言うものの、現代【二1本の子育て

の現状を概観するには好適なデータであると思われる。

　子育て中の父親に対する調査で「子育てにおける負

担感」をたずねたところ、「仕事との両立」「時間」

「しつけ」「金銭面」に対して4割程度の人が負担に感

じていた。これに比べて母親に対する調査では、「し

つけ」「体力的な負担」「時間」「金銭而」に対して過

半数の人が負担に感じていたΩ「しつけ」については、

回答者の74．4％にあたる専業主婦の56．9％が、それ以

外のいわゆる外で働く女性の52．9％の人が、負担に感

じていた。「体力的な負担」については、専業．．i衡｝の

63．8％、働く女性の77．8％の人が、「時問的な負担」

については、専業主婦の60．9％、働く女性の74，1％が

負担に感じていた。1：1常的に母親が『子育てに対して大

きな負担を感じているということであろう。また、働

く女性に比べて専業並婦に「子どもの友だち作りの負

担感」などの精神的な負担感がより高いという傾向が

見られた。専業での子育ては、体力、時聞などについ

ては働く女性より余裕があるが、その一方で精神而で

の束縛感はより強いということが言えよう。

　実際の家事・育児の担い手もほとんどが母親であ

り、それは働く母親の場合にも同様の傾向にあった。

それに対して父親は、家事については参加意欲もあま

り見られなかったが、子育てについては参加する意欲

はそれなりに持ってはいるものの、実態はその意欲と

はおよそかけ離れており、全ての年齢層において母親

がひとりで家事も育児も担い、悪戦苦闘している様子

がうかがえた。

　父親に対する調査では、生活費の稼ぎ手は、8割以

上がほとんどもしくはすべて夫であった。「男は仕事、

女は家事・育児」という性別役割分・業観が根強いこと

が再確認された。しかし、育児に関しては父親の休日

日数が多いほど、父親の参加率が上昇しているものも

あり、父親の育児不参加の背景には、父親をとりまく

過酷な労働環境が見て取れた。父親の・一日の労働時問

は、　8］i寺U；Sjユリ、一ヒ1011寺IIIS来満力寸36．7％、　1011寺川」以」二12
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ll寺間未満が28，0％、12111…問以ヒ1’ll1判1｛保満が165％、

1イ時間以ヒも5，1％にのほっており、乳幼児の父親で

あるにも関わらず、労働にル活の大部分の時間を費や

している状況が見られた，

　母親が人にil“われていやだったバ襲・うれしかった

↓波をたずねた結果は、数1‘1：的には、1一われてうれしか

った1決のll‘1答の方が多かった．いやだった1添の発

バ者は、攻母が3割近くを占めていた　続いて一番身

近であるはずの夫からのぼ菓が多かった　いやだった

1「染のじな内容は、「育て方に対しての」卜雑・口出し．1

「r・どもの成長・発達に関すること」であった．．親族

からの心無い・‘．i’で深く傷ついている母親の様r一も見

られた　看護師、医師などの1川nl職からの1決iのll1に

はドクターハラスメントではないかと思われるような

1漢もあった「うれしかったぼ菜は、友人や夫からの

ば莱が多かった、．うれしかった，「葉のじな内容は、

「r・tfてへの共感と励まし」「∫・どもと親への賞賛」で

あった　地域社会のIl1で何気なくかけられた・、1で救

われたという経験もつづられていた、．親の年齢が若い

場合には人生経験も乏しく、周りの他者の意見や励ま

しの㌦える影型；はより人きいと思われる．ぼ莱は癒し

の道具にもなりうる反lrll、相r一にイlll当なダメージを∫♪

える凶器にもなりうる、特に若い籾に対しては入生の

先借たちが暖かい1漂がけをし、礼会の構成貝全Uで

次代を担うr・どもたちを育てていくべきである

　中国新聞の紙ピアンケートからも前記の父親、け親

訓査と同様のr育ての実態が認められた．．中国新開の

紙ヒアンケートから浮かびあがってきた∫・育て環境を

　・t．「で衣すとするならば「母親の孤1’tl．1である．．地域

から孤、フ1し、親族ネットワークからも孤、ン：し、家庭内

においても夫との協力関係もうまく築けず、ひとりで

1’・育てにおわれている様∫㌘がうかがえた

　紙1’．アンケートには、flr　tiの姿勢を川う意見もllt：tl

った　「」t’ども・r・育て応援プラン・1も施行され、い

［．特集］若い親たちのr－tiて

よいよ企業の育児友援に則待がかかるところではある

が、アンケートや調Wの結果から見えてきた1：“＃の希

望は、5川昌1程度のわずかばかりの父親の育児休業よ

り、ll々の残業の問題であったり、　r・どもが病気の際

の緊急対応であったりと、どれもごくごく日常的な要

求であった．山親ともに働いている場合には、それな

りに育り己休業や看護fイく1暇などをやりくりして対応して

いるものの、むしろ導業お母さんが困難な状況にある

ことがわかった．㌧1∫業お母さんの場介に、母親自身が

病気の際にもひとりで病児と向き合って、あるいは健

康児と病児のふたりを抱えて、母親がひとりで右往左

往している様∫・がうかがえた．、‘よって、現在は片働き

の場合でも、白業で∫・育てを担っている人の有無に関

わらず、r・どもの肴護のための休暇が取得できるとい

うことなどの情報の提供を、企業や行政などから積極

的にしていく必要があると思われる．

　特に親の年齢が若い場合には、労働の場における地

位もト分には確、フ1しておらず、休暇が取得しづらい傾

向にあると思われる、，しかし∫・どもは、そのカップル

のr・どもであるとIlr川」に社会のr一どもである，子育て

のための休1似を誰に気兼ねをする必要があるだろうか．．

2．児童虐待の防止

　2〔〕04年に広劫県の保育所を対’象に実施した「家庭

における児革：虐待に関する調査」の結果、「このイト

間に何らかの虐待に気づいたことがある」との川答は、

44．1％にのほった．．「罵倒する」が34．4％、「暴力をふ

るう．1が31．2％、「食事を’」・えていない」が19．1％、

「無視する1が1＆8％であった　IJ口害者と見られる人

は実母が・番多く672％、ついで実父が2（L7％であっ

た．．特に虐待の頻度がtl’：iいもθ）や虐待朋問の長いもの

に実母や実母を含む1”ijxxらによる虐待が多かった．　l　l

常的な∫・育ての役割をiモに母親が担’）ていることの結

果であると思われる、、しかし、被川内容によ・〉ては父
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［特集］若い親たちの子育て

親による虐待が日立ったものもある。「子どもに暴力を

ふるう」については、かなりの頻度で父親も荷担して

いる状況がうかがえたm虐待・事例が発生した家庭の内

訳は、r・どもと両親の家庭が半数を占めていたが、ひ

とり親家庭での発生も多く、阯帯数全体から考えれば

ひとり親家庭での虐待発生率はかなり高いと思われる。

　本調査においては親の年齢、職業、収人などは聞い

ておらず、本調査結果から親の年齢や家庭の経済状態

などと虐待との関係を議論することは難しいが、ひと

り親家庭の経済状況が厳しいことはよく知られている

ことであり、親の経済状況と虐待の関係については．・

考の必要がある。新聞などにおいても、経済的に厳し

い若い親による虐待事例が報道されているu例えば

2006年に豊川dfで発生した虐待死は、ともに無職の23

歳の父親と24歳のIV：親による虐待の結果であった。

労働市場の構造改革が進行していると言われてはいる

ものの、まだまだ年功賃金制が根強い日本社会におい

て、若者の経済環境は厳しいことが考えられ、またむ

しろ近年の労働市場の変化の結果、若者のフリーター

化や契約社貝化が進行し、若者の経済的な環境はより

いっそう厳しい状況にある。子育て環境の改善のため

には、経済的な援助は勿論必要なことであるが、短期

的な援助にとどまることなく、社会全体の労働環境な

どから根本的に見直していく必要があると思われる。

3．個別のニーズにあった支援の必要性

　虐待をとりまく社会的な視点は、杜会経済的な問題

から「どこの家庭においても起こりうること」という

ような視点に変化しつつある，，しかし、どこの家庭に

おいても起こりうるとは言うものの、それぞれの親や

家庭が抱えている杜会経済的な問題が大きければ大き

い程、より問題も深刻化するのではないだろうか。虐

待を親の心の問題として処理する傾向が咋今ではよく

見受けられるが、われわれは社会的な動物であり、よ

llt界の児簾と母性　16

ってその心の問題も社会の環境によって負担になる場

合とそうでもない場介がある。経済的に厳しく、情報

もあまり届かず、孤独な子育てを強いられているよう

な層に対して、よりいっそうの支援が必要である。

　18歳人1．1のほぼ半数が大学などの高等教育機関に入

学する現代社会において、10代や20代前半の親たち

の中には、親となる覚悟や準備が十分ではないまま、

親となった人たちもいる／）学歴が低い場合には高収入

も望みにくい。つまり、若い親たちは、親となる心の

準備や経済的な準イll「｝が不卜分な場合がある。それらの

若い親たちのニーズにあった支援が必要である。

　前記の母親調査の結果、母親の年齢は20代後半か

ら30代に集1「1しており、20代前’P未満の若い母親と

40代の母親は少数派であった。人口動態統計からも同

様の結果が読み取れる。少数派は、大衆社会において

は無視されがちな存在である。ある程度の年齢であれ

ば経済的な問題はそれほど大きな問題ではないだろ

う。がその一・方で、前記の調査においては「しつけ」

などの負担感は40代の母親に高かった。若い親と高

齢の親とでは、おのずからその経験も違い、求めるも

のも違う。少数派に対してもそれぞれのニーズにあっ

た支援を検討する必要がある。前記の調査結果からは

母親の就業状態や就業スタイルによっても負担感の差

異が認められた。よって、．一・律の経済的な援助のみで

なく、それぞれのニーズに即した援助の方法を検討す

る必・要がある。

4．子育て支援から子育ち支援へ

　少子化対策の一環として、政府は少子化社会推進会

議を設け、2006年5月には§Ul“1委貝会が報告書をまと

めている，、この報告書の中にも経済的な支援のみでな

く、「働き方の見直し」や「地域や家族の多様な子育

て支援」が盛り込まれている。しかし、これらはあく

までも少子化対策としての子育て支援にとどまってい



る、，∫・どもたちの人権の保障から導きだされるべき支

援は、このような」’・育て支援にとどまることなく、子

どもたち1”iJi’の育ちの場が確保されるための」㌘育ち支

援である，　／t勿論親などに対する子育て支援が充実すれ

ば、親からの虐待などによる．r一どもの人権侵害などは

減少すると思われる．、よってr育て支援は当然必要な

施策ではあるが、本来的には、子どもたちの育ちがト

分に保障されるような環境を終備することこそが必要

である、、子どもたちが、自立・ドニlf］tした制：会の．・人前

のメンバーになることができるようなf一育ちの環境の

整備が必．要である、、

　現代11本杜会においては、子育てがf’どもを育てる

ことにつながらず、．r一どものお世話をし続けることに

なっている感がある。前記の調イビにおいても母親のr一

育てに対する鮒1．｛感が高く、特にLV　・me－’k婦層において

は精神的な負担感が多かった、つまり、∫」育てを専業

としている1ぷ業お母さんにとっては、∫・どものしつけ

がひいては∫一どもの通信簿が母親の評価に直結してお

り、さらには白分白身のアイデンティティにもつなが

っている，，そのような状況においてはr一どものnlhな

発育は望めない、、．r一どもr｜身の育ち、発達を保障する

ような支援の方策を検討する必要がある．特に若くし

て親になった人たちは1”［分白身のアイデンティティが

未確立な場合が多い。であれば、ますますrl分の存在

証明のための子育てに向かうことが杉えられるt．親の

ための子育てではなく、r一どもたち白身のためのr－ff

てこそが、∫こ育ての本来の姿である、、

　少r・化対策として．r育て支援が検討されている’方

で、別歳以ドの年齢層の人Il妊娠中絶尖施率は増加傾

lf‘1にある、、’ド成15年度の人．．1：妊娠lll絶実施率指数は、

平成元年を100とした場合、全年齢では75であるに

も関わらず、20歳未満は］95、20歳から24歳以ドは

lO4である、、つまり、妊娠したものの親になることがで

きない人、親になることを望まない人が、若い年齢層

［特集1若い親たちのF育て

に多いということである。この背景にも、若い親たち

の子育て環境や若い親の子どもたちの子育ち環境の厳

しさがあると思われる。家庭のみならずひろく祉会で

．－r一どもを育てていくという意識が浸透していけば、若

い親たちの子どもの育ちの環境も改善されていくであ

ろう，，

　親たちにr・育て負担感が高く、親たちの生活がとて

も厳しい事は見てきたとおりである．、それらの負担故

の児肋、旨待も垣間見られた、，従ってr・どもたちの育ち

を保障し、人権を擁護するためには、親に対する．r・ft

て支援はもちろん必．要なことではあるが、それだけで

はなく、親たちだけに．子育ての↓’乏任・負担をSllし付け

ているような現代杜会の子育て意識を払tj’“していく必

要がある、，
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国園若い親たちの子育て
　　　　　　　三一一一一一．一
　　若い親たちと子育ての現状

　　　　　　　　　　　　　　こ　う　の　み　　よ　こ

河購鰍科クリニ・ク随河野美代子

1．はじめに

　ユ0代の妊娠の増加が社会聞題とされて久しい。

厚生労働省、母体保護統計（平成ユ3年まで、暦年）

並びに術生行政報告（平成14年から、年度）によ

ると、20歳未満の人工妊娠中絶率は、表1のご

とく増えつづけたが、平成14年度から、やっと

減少に転じているc，また、表2のごとく、未成年

の出産も少しずつふえ続け、平成15年、わずか

に減少に転じている。また、年間50人近くの14

歳未満のllMkがあることも注目される。

　当方のクリニックにおいて、開業以来10年間

〈表1＞人工妊娠中絶件数および実施率の年次推移

平成元卑　平歳5年（1989）　　cg3〕 平成1q年
　ぐ98） ¶辮平離度 平鹿15年度　co31

　対’仰度
増提“　　泌　　，

繕　蝕 486．878w 386．807侍 ：ξ3‘220件 341、588件 329β26件 319．畠3‘件 A“95停　▲2⑨x

20竣
未遵

29．675件 29．η6件 34．ア52件 4“11件 44．987榊 40．475件 ▲4β12斜　▲10．O鷲

　実施軍
憤干人己ぞ人却

‘4．9人 惚4人 11、o人 ”，息A 11．4人 ’12人 甲鹿元年冶’06

とした●曾の
柵“

75

20寵
未遭

6．1人 8．6人 θ」人 f3」）人 12．8人 1†、9人 佃5

〈表2＞出生数・出生率（年次×母の年齢階級別）

昭和60年
〔1986）

甲峨2年
（’go）

平成7年
（’95）

平成12年
（2000）

平成13年
　rOt）

平成14年
　co2｝ 鞠牢

紅　敗 †，401．5万 1．221．5時 1．鴇76064 t，190，547 1、1’OI577 1．1聞β55 1．v231610

5 ～ †4貴 拍
18

▽
43 45 52 49

4
15～19蔵

171854 ’71478 16．oア5 19，729 20，920 2＄・349 19，532

　出生卑
1女干Aロ千人対1

4．1人 3．a人 3．9人 5．4人 5．9人 62ム 5、8人

に計L109の10代の妊娠があった。その転起を表3に

示す。結果が判明しているものの78．1％が人工妊娠中

絶を受けている。出産は16．6％。自然流産は5．2％。

子宮外妊娠5例。胞状奇胎も1例あった。全国的にも

ユ0代の妊娠のほぽ75％は人工妊娠中絶であるとされ

ている。

　　資料：表1’2とも厚生労働省統計情路部「平成15年人ロ動贈統計」

〈表3＞10代の全妊娠の転帰

　　　　例数　　　不明を除いて
人口妊娠中絶　　760例（68．5％）（78．1％｝

出産　　　　　　156　（14．1％）（16．6％）

自然流産　　　　　51　｛4．6％）　（5．2％）

子宮外妊娠　　　　5　（0．5％）

胞状奇形　　　　　t
不明（転院含む）　136　C12．3％）

計 1，109例

資料：

河野産樹人科クリニック
（1990，‘1．19～2000、11ne｝

2．産むのか中絶するのか

　若い女性が妊娠した場合、それも若いほど、出産を

希望することが多い。まだ社会性に乏しく思考力も十

分でない時、ただ「赤ちゃんを殺すのはいや」「中絶

したら、不妊になる」などの理由で産むことを主張す

る。児を育てるには、どれだけの労力や経済的負担が

かかるかなどの思考が脆弱である。「かわいい赤ちゃ

んがやって来る」というような夢物語ではなく具体的

な生活そのものなのだということを、周囲の大人たち

は分からせなければならない。

　そのためには、彼女にしっかりと寄り添うこと。10

代の妊娠は、自ら望んでのことではなく、思いもかけ

ない事態にとまどっている場合がほとんどである。そ

んな時に、「まさかこんなことをするなんて、信じて

世界の児童と母性　18



たのに．．裏切ったのね．1などと、親によっては、了・ど

ものケアというより、ド1らの感・情をy一どもにぶつける

場合も多い．．それにより、さらに彼女たちの心を傷つ

ける．また、そのような大人の反応が」二測出来る1ほ、

彼女たちは人入に話すことをためらい、そのために受

診が遅れ、結果的に1卜期ll」絶となったり、法的に中絶

の時IUIを過ぎてしまい、やむをえず川産しなければな

らなくなったりする．親としては、我が家の・Jc　’］　i一で

はあるが、何よりも我がr一と共に彦える姿勢が必要で

ある　＊ll　r・でしっかり話し合い、結論を川すこと　後

の親∫・関係や傷心のケアを考えると、本人が納得しな

いのに、強引に大人たちが結諭を出し、りtを進めては

ならない．

3．中絶を決心したなら

　竿者は「中絶は産めない妊娠をした女性の救済策と

してあるもの」であり、罪悪感を持ってrl分を責めるこ

とのないように気配りをする、．また、不妊になるので

は、と恐れる9’には「その心配はめったにないことだけ

れど、そのためにもちゃんとした堕うし方をしましょう、

でももしそうなったなら、その時にはちゃんと治療をう

けましょう」と梢神的な負担の軽減に努める．．

　当ノ∫では、今は中絶の前後のケアのみを行っており、

r・術は近くの信頼できるドクターに依頼している、r・

術の・週問後に’LVJ’に来院させ、体のli，］復のチJ・ック

とともに、必ず今後のことを尋ねる　中絶直後は傷心

である故、今後のi；1ち”dl：りに向けて．「大丈人？学校

にはちゃんと行ける：elとか、［たいへんだったね、、

でも、これで終わったからね、．後は早く元気になっ

てIJなどの声かけを必ず行う．もし、何かトラブル

をり1きずっていれば、その川…に訴えが川るので、共に

対『策を考える．．また、相Pの男性とはこれからも付き

合うのか、別れるのかを必ず尋ねる　’iViのデータで

は、10代の妊娠の中絶後に川子と付き合いが続くと

［特集］若い親たちのr・tfて

答えた者が760人‘1‘559人、73，6％中絶後も相．r一と

の付き合いが続くことが多い，付き合いが続くのであ

れば、性交はするのか否か、本人は本心はどう望んで

いるのか　多くは「もう、しばらくしない」と答え

る．，しばらくとはいつまでなのか、共体的な確認．そ

して、もしするのであれば、では避妊は1これまでの

何がいけなかったのか、今後はどうするのか、，通り

遍でなく、具体的に避妊の指導を行う．．，さらに彼はど

うぼっているのか、彼にどうiモ張できるのか．、彼との

関係性の見直しも含めてしっかりと話しをする．「も

う性交はしない」と言いながらも、すぐに次の妊娠を

して来る等の1“、：い経験から、私は、ll　1’r・との付き合い

が続くのなら、また性交をするかもXllれないと捉え、

指導した方が良いと考えている／．、人に］lr絶なんて一・回

切りで1’分、，：度と繰り返さないと決心することが，Z

ち直りのために何より必要である．

4．出産を望む場合

　10代の川産、子育て、家庭を作るのに必itl”なa．）は、

・．

1．何よりも1人の強い意志があるかどうか，t特に男

性の意志は本物であるか否かの見極めが必要である．，

近頃の若い男性は、　’見優しく、「体のために悪いか

ら、産んだ方がいいよ」などとぼったりするのだが、

では、本当に経済的にもちゃんと支え、　1人でr育て

できるのか、と迫った1日…、やっぱり無理だとなりかね

ない．

，e．‘経済的にはどうか，．若いと経済的には貧しい．そ

れをII’1にせず乗り越えられるか。例えばローンを組み

高価なil・：を持ちたいと願う場・合などはまずr・育ては無

理である．．．どこにf’1三んで家賃はいくらか、生活費、電

気、ガス、水道、食費はどれくらい？出産の費川は1

そして、何よりも誰がどこで．働いて、いくらお金が頂

けると思っているの？というような経済的なことも含

めて、］’・tiては生活そのものなのだということを実感

19　川：界の児1‘r亡と母’性



〔特集］若い親たちの子育て

しなければ困るc何とかなるよで川産し何とかならな

かった時には、幼い命が懸かっていることであり、大

変なことなのだと、これらの問いかけと検証を誰かが

しなければならない、t

③　子育てを兇守ってくれる大人が身近にいるかどう

か。カップルのどちらかの親など、子育てを支援して

くれる人が身近にいれば、安心である。いない場合に

は、何かあったなら、当方に相談に来るように、共に

考えることができるから、とよくよく伝えておく。ま

た、それだけでなく、地域の保健センターに家庭訪問

を密に行って戴くように、という依頼などを本人の了

解を得て連絡しておく。

④　学校に通学している1｜寺には、学業をどうするかも

課題である。小・中学生であれば義務教育にて学業の

継続は可能であるが、高校の場合、湘難なことが多い。

が、筆者は将来的な職業選択のためにも高卒の資格は

取っておいた方がいいと考えている。そのために、ど

んな方法があるのかc，たとえば、学校を休むのは最短

にして、IILく学校に復帰すること。これは、出産後の

育児に協力してくれる人がいる場合、また、子育ては

できず児を養子縁組みで手放したり養護施設に預かっ

てもらうような場合には可能である。白分で子育てを

する場・合には、保育所に児を預けられるようになるま

で、登校は不t1∫能である。その場合には、保育所が併

設されている通信高校などへの転校が必要となる。当

方からも簡｝Pに学業をあきらめないようにこれらの情

報を提供する。

　当院において、10年間の統計の内高校1－kの妊娠は、

393。うち、35の川産があった。このうち30人が高卒

の資格を得ており、高校を中退した者は5人のみであ

った。彼女たちにも「これまで取った単位は有効であ

ること、いつかまた苅校に復帰したいと思ったなら保

育所付きの通信高校に編入することも可能であるか

ら」などの情報も必ず知らせておく．、

il｜：界の児童と母性　20

　若年の結婚、出産は離婚が多いと言われるu竿者の

接して来たケースでも、確かにそうであると言える。

もしも二人の仲が破綻した時には、子育てには社会的

支援も含めて、大人の知恵を借りることが大切である

とf云えておきたい。

5．育てることが出来ない出産の場合

　受診するのが遅れ、初診時すでに中絶不可能であっ

た場合、また二人で川産を決めていて、その後二人の

仲が破綻して、でも出産しなければならない場合、こ

れらが最も精神的苦痛は大きい，児をどうするか。自

分の家庭で親と共に子育てができないか。児を養護施

設に預かっていただいて、時々会いに行き、自活でき

るようになったら、引き取って育てるか、など、いろ

いろな例を川しながら当方や保護者と共に考える。が、

あくまでも、本人の意志を尊電したいe白分で育てる

ことができず、養子縁組などで児を手放すと結論を出

した時、自分のお腹で育て、苦しい陣痛を乗り越えて

産んだ子と別れると言うのはつらい。川産の前後、肉

体だけでなく、精神的な苫痛に対してのケアが必要で

ある。

　筆者は、これまで．二人の小学生のll｝産を経験してい

る。お腹に傷が一’生残る故、帝「E切開はしない。陣痛

には、硬膜外麻酔による無痛分娩をする。児の頭が出

ると同時に母体に麻酔をして眠らせて、児の産声は聞

かせない、等の配慮をして来た。

　学業中の者は、学業の中断を最短にし、かつ人に知

られない11夫をすること。・一・時的に住民票や｝ゴ旅の移

動などをする場合も多いが、小・中学生の場合、義務

教育で転校手続きをどうするかなど細かく気を配らな

ければならない。加えて、できるだけ早くの心身の立

ち直りへのケアを具体的にサポートすることが必要で

ある。
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6．おわりに　性教育の充実を

　中絶にしろ、川産にしろ、困難を伴う若く1三の妊娠で

はあるが、大人たちは、これで彼女の人生が終わって

しまうような対応はしてはならない．．．本人が納得して

川した結論を尊爪しながら、前向きの支援を行いたい．．t

そもそも若年の妊娠は「．無知」のもたらすものである、、

多くの者は、「まさか妊娠するとは思わなかった」「11一

か・）た」などとぼう、これは、性交イコール生殖であ

る、避妊はfjti　tifi．な物ではない、などとしっかりと教え

ていないk人の責任であると考える．

　また、いまだに大人遥の中には、若年の性は、　部

の家庭的に問題のある愛情に忠まれない寂しいr・、川

会い系サイトや援助交際、薬物を伴ったり不特定多数

プで生徒会の役貝

っていた．、彼は、あるスポーツの県代衣で、推薦で高

校に進学することが決まっていた　もう臨月でそれも

r・宮l／1が聞きかけ、今にも生まれそうとなって初めて

来院したf”は、受験があるとばった、それも、ある超

1雛関校の医学部を受けるとばい本’1iに驚いた

　参考までに、当院での10代の妊娠の相f”のリ］性の

年齢別1勺1沢と」旅．業別」内i沢を図1、2に示す「妊妨ミの相

f’の男性は圧倒的に社会人が多L㍉

　十者は、義務教育の内に避妊まで含んだ性教育が必

要であると訴え続けている　現在の指導要領では、性

感染症は叩学のカリキュラムに入っているが、避妊は

家族［i1－画として白．校で教えることになっている．川会

には、興1床本位の性工h‘1報が溢れている　高校でである

と、いい加減な知識ですでに実行してしまっているも

のがいるttまた高校に行かない者、中退する者は、こ

れらを全くIEしく学ばないまま、1！：会にfli、性を実行

するようになる、．知らないまま実行することの悲しさ

を筆i者はいやというほど見て来ているからである．、

　キーワード：性教育

　一人でも生きられる、二人で生きると、もっと楽しい．．t体を科

　学的に知ること、命について考えること、人間関係（コミュニケ

　ーション）のつくりかたを学習すること、さらに、人として生ま

　れ、人として生き抜くための人権感覚を喪うこと。それらをくる

　めて生きる力を付けるのが性教育である．、垂本は、科学、人権、

　自立、共生に根ざしている。今、セックスの仕方を教えることと

　誤解した人々による反対識が強く、実践が後退しつつある。

と、と非行として捉えているノiが少なくない，、

が、当ノiでは、吻親そろった、家庭的に何の

問題もない、学業も優秀な少女の妊娠は珍し

くない。中2の少女の人1：中絶のllの手ll談を

していて、「その［1は卒業式で在佼生代去で

送辞を読むことになっているから無理．」と言

ったj㌧，叩：同i：の妊娠、彼女は強く出産を

望むも男性側の拒否で中朋中絶をしなければ

ならなくなった∫・彼女は成績が学年のトッ

　　　　、将来教師になりたいとの希望を持

2】　［1ヒ界の児苗：とtV，blk
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若い親たちと子育ての現状

’

　　　　　　結婚式の役割と重要性

一一
若年結婚・で遷ちゃ’！：1，た婚⑳裏i情

　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　ペ
ォ・・一・・マ・・一ジ・代表取締役安部トシ子

1．はじめに

　ウエディングプロデューサーは、個人的事情に介入

しないようニュートラルな立場を意識して、一組ひと

組に対応するのが基本である。私はこの仕事を始めて

25年になるが、四半世紀関わり続けると、結婚式はそ

の時代によって変化し続けていることが分かる。結婚

式のあり方が変わる要因は、カップルのニーズが変化

すること、親の考え方が変わることなどが挙げられる。

1、2年というような短い期間では理解しづらいが、

25年前から現在という長いスパンで振り返るとその変

化を顕著に感じる。

2．結婚式に対する意識の変化

　仕事を始めた80年代初頭、子供の結婚はその家庭

の一大行事であり、大きな節1ヨとなっていた。現代以

上に非日常感が強かったのである。準備にいたっては

「何をおいても！」という特別なポジションにあった。

料理が上手くなるため、作法を身に付けるため、花嫁

修業という目的を持ってスケジュー一ルを着々とこなす

ことは一般的であった。縁談がまとまった段階で仕事

を辞め、準備一筋という人が大半。ましてや、仕事を

続けながら準備をしていたりすると、彼女はがんばっ

ている、と感心・されたりしたものだ。ところが、90年

代に人ると、結婚しても子供ができるまでは仕事を続

ける花嫁違が、特に都市部に増えはじめた。仕事と結

婚準備を両立する時代へと変化したのだ。花嫁修業は

就業ll寺聞後のおけいこ事に通うなどして、　El常生活に

差し障りなく進めることが可能となった。

　その後、離婚することは、社会的にそう大きなダメ

ージを与えない、受けない、特別扱いもされないし、

しないという風潮が現れはじめ、婚礼禎ρ情は大きな変

化期を迎える。理解しやすいところでは、親が準備を

している子供に、控え室で伝える話しの内容が変化し

た。「何があっても生涯添い遂げなさい・…T・」という

結婚そのものへのエール、社会人の先YIEとしての絶対

的アドバイスではなく、「t－一度しか無い自分の人生を

大切にしなさい」という保護者としてのサジェスチョ

ンや、．一一個人の意見へと移ったのである。何かあった

ら無理をせず相談しなさい、とアドバイスをする親と

それを聞く子の会話に何度か接し、親子のスタンスが

随分と変化したものだと思った。こういう変化の現在

進行形のひとつに“できちゃった結婚”もあるのでは

なかろうか。

3．妊娠そして結婚へ

　若年結婚の場合、8割強のカップルは妊娠がきっか

けとなり結婚式を行っていることが国民生活白書の統

計でも見ることができる。ごく最近までの「できちゃ

った結婚」へのイメージとは、家族は操め、いざ結婚

式を行う際には、恥ずかしい、順序が逆だと人が思う
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といった理川で、極力妊娠を公表しないことを親は希

望したものである．，ところが、ここ数年、婚礼業界側

は「おめでた婚」や「授かり婚」といった別のネーミ

ングを定着させ、特別珍しい事では無いとアピールし

てプラス志if）1で捉え、披露宴の席等でさらりと参加者

に伝える結婚式も、最近よく目にするし聞くことも多

くなっている。

　社会的に昔ほどのプレッシャーが無くなったとはい

え、当事者の家庭に於いては、かなりの葛藤を経たう

えで、親は強引に納得している現状が見て取れる、，す

べての親達が、心底これで良いと思っている訳では無

いのは、今までの慣例を鑑みると当然であろう。どん

な親も事実を告げられた時は狼狽し、心の動揺は怒り

や落胆、そして諦めへと変化する。花嫁自身は結婚す

ることや子供の親になる責任など、何年も先のことと

思い現実視していないことが多い。まして花嫁が10

代ともなれば、親の社会経験も浅い。そんな温度差の

ある考えが交錯し淀んだ時間の中で、お腹の赤ちゃん

はU々成長している。

　結婚式を挙げるとなると、差し迫った中で’慌ただし

いスケジュールをこなさなくてはならない，、　・般的に

そういった場合、ウエディングプロデューサーは川産

F定日から逆扮：して、結婚式のll程を提案する。出産

後赤ちゃんを含めて披露する結婚式もあるが、多くは

出産前のベストタイミングを選んで行う。つわりが激

しい妊娠2、3ヶ月「1や、お腹のH立つ6ヶ月以後を避

けると4ヶJi、5ヶ月の頃実施する例が多い，，一般的

な結婚式の準備であれば、短くても3ヶ月程かけて進

めてゆくものだが、妊娠を確認して安定期間内で結婚

式を行おうとすると、実際には1～2ヶ月。3週間のス

ピード準備という実例を聞くこともある。プロの乎を

借り体調を考慮しつつもテンポ良く準備を始める。　・

日．スタートすると空気の淀みも少しは鱒らぐというも

のの、楽しいはずのウエディングドレス選びも制限が

［特集］若い親たちの1一育て

“

遥

町二

已

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ

あり、　・緒に選ぶ親は複雑だと心情を吐欝されたこと

もある。相予側からの紬婚の申し人れが後になる事も

多く、両家の闘整も努力が必要である。“お腹の赤ち

ゃんの為に“という共通の納得1掛iljから始まった人間

関係なだけに、阿家則で円滑なコミュニケーションを

築くのは困難である。

　また、若年結婚やできちゃった婚が、いわゆる一般

の結婚と大きく述うポイントは、費川に関して誰がイ

ニシアティブを取るかという点ではないだろうか。経

済的に肉立を始めたばかりの才’μ1功ップルに対して、

しかも｜1の前に川産、養育という未来が見えている以

［：、結婚に関する料金の支払いを全Tnl的に花婿花嫁が

負担するケースは希である。たとえわだかまりや意見

の相述があっても、手際良く準備を進めてゆかなけれ

ばならない以ヒ、現実的な料金負担は、親の経済力に

頼ることが多い。

　私は、ごく最近、前述した内容に似た結婚、そして

花嫁と親の思いがぶつかり合った淡密な関係を身近に

見て、体験したe

　その家庭の1il‘i親は、短’大を卒業したばかりの娘から、

思いがけず妊娠の’］f実を告げられた。心の準備も無い

Jlliで、夢に描いた・人娘への轍昏の望みが瞬時に崩れ、

深く悩み、相千に怒りをも感じたという。若年結婚、

心の準備不足と人生プランの危うさを考慮した父親母

親の意見、それでも川産し子供を育てるという娘の希
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望。簡単に結論は川ない。話し合いは平行線のまま、

時間だけが流れて行く。娘は産婦人科の検診を一人で

受けに行き、早い時期にエコー映像で赤ちゃんを視認

し、その画像を大切に持っているe既に、母性は日毎

に強くなっていった。親が反対’すれば、それは即ち、

お腹の子供の命を否定することと同じだeそんな惨い

ことを私の赤ちゃんになぜ言うのか……と泣いて抗議

する娘。1ヶ月以上そんな日々が続き、家庭の空気は

孤くなるばかり。その段階で、娘の相乎が親へ結婚の

許しを求めに訪れた。ここまできたら、もう結論を出

さなければいけないと頭で判っていても、感情は簡‖i．

に変化しないと親は言った。親は自分を納得させる為

に、他人の事例、それも自分たち以Lに条件が満たさ

れていない話を聞いて、なんとか考え方を広げようと

した。結婚に対する意見の違いがあまりに大きかった

ため、関係を断絶して婚前川産し、その後強引に婚姻

届を提川した子供と親の話。この話の親は、断絶は・．’

時のことで、いつの日か仲の良い親子の関係に戻るも

のと考えていた。しかし10年以ヒ断絶が続き、同じ

土地に暮らしていながら今でも他人のような関係とな

ってしまっているのだそうだ。その実例を聞かされた

件の両親は、たった一・人の娘との断絶を恐れ、娘の選

ぶ生き方を理解しようとする努力を始めたのである。

考え方を少しずつ変化させるにつれ、今まで・’緒に音

楽を聴きに行くことなど無かった母と子が、胎教に良

いからと誘い合ってモーツアルトのピアノ演奏会に出

向いたという。

　けじめだけはつけておきたいという娘の願いを両親

は聞き入れ、妊娠5ヶ月の安定期を選んで挙式だけ先

に行い、その日に入籍をする事にした。披露宴は川産

後、子供が1歳の誕生Flを迎える頃に改めて開こうと

話し合いをし、身内だけで挙式当1．1に食事会という形

で先方の家族とも顔合わせをしたe挙式と食事会を執

り行うことで、親子ともに社会的なけじめを大切にす
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ることができたと振り返る。

4．挙式の意味と価値

　娘にとっては夫婦になる、そして母になるという社

会の合意を必要とする現実への第．一’歩を、挙式という

形で踏み川せたのではないだろうか。経線はどうであ

れ、1“　U　i‘i一任のもと人生の判断をしなくてはならない

生活を始めるには、そのスタートがしっかりしている

ということが大切だと、私は今まであらゆる場所で唱

えてきた。白分の意見を貫くことに我を忘れるほど激

高していた娘が、挙式という時問と空問に身を投じる

時、幼くも母性を感じさせる花嫁になっていった。私

は、改めて結婚式、とりわけ挙式が持つ、人生のター

ニングポイントを作るパワー、人間関係をフラットに

してくれる懐の深さに感じ入ってしまった，、今から先、

娘の人生に起こりうる様々な困難に対しても、こうし

て挙式というスタートラインを親と超えたという記憶

があれば、SOSをIBしやすいのではないだろうか。こ

れこそが、できちゃった婚で花嫁が得られる「本当の

価値」ではないか。

　では親にとって挙式の価値とはなんであろう？

　「若いとはいえ、子供が決めた人生は自己玉旦ζ任のも

とに踏みtliせば良い」、「所詮、親子といっても別々の

人間だ」という意見もあるが、そんなに個人主義的に

親子関係を捉えることができるだろうか？　加えて、

親は結婚生活の先輩であるだけに人生の先が読める。

若い二人は、今は浮かれているから見えていないだろ

うが、きっとこんな事態に陥る日が米るのではないか、

と案じるのであれば、子供から疎んじがられても、未

来の可能性を教えることは親の貨任であり、義務では

ないだろうか。

　別人格である子供の人生観を理解し前途を広げてあ

げようとすることは大切である。それとともに、親と

しての考えと倫理観を子供に遠慮なく伝える必要もあ



るのではないだろうか。切り杯えとバランスが非常に

難しい．：つの考えだが、その架け橋となるのが挙式で

ある．1、そして、その架け橋を得られることこそ親が感

じてほしい挙式への価値なのである。

　私が提川する挙式には、親による「祝福の確認」と

いうプログラムを盛り込むことが多い。これは、挙式

の中で両家の親に、新郎もしくは新婦という義理の’f・

供が増えることを祝福し喜んで迎えることができるか

の確認である。結婚を決める、配偶者を選ぶといった

ことは．f・供たちの個の・1張や権利だろう。　r一供たちの

強い希望がある限り、経済力や妊娠という事実が存在

しても、絶縁を望まないのであれば親はどこかで納得

し折り合いをつけなくてはならない，ttしかし、諭理的

に頭のrltでは整理できても、心理として納得するのは

難しい、、了・供たちの個のi三張と権利を受け人れたが、

親の．i端と権．利を発する場がないからだ。だから「祝

福の確認」が大切だと考える。確認により、親もr・ik

の選んだ道を認め、白分たちの意志で送り出し、新し

く家族となる存在が増えることに責任を負うのだと感

じることが出来る．，挙式とは、親にとっての子育て卒

業式でもあり、．f’ttと歩んだ年月を再確認するタイミ

ングなのであるe

5．赤ちゃんへの祝福式

　また、自社述営の婚礼施設では牧師による「赤ちゃ

んへの祝福式」も行っている、、私自身の夢で、大分の

会場では開業以来続けているt：．内容は、tifくからどの

家庭でも習慣になっている「お宮参り」に近く、化嫁

花婿の挙式を司った牧師のもとで：人が響いをたて、

祈りを受ける，．搾いとは、子供を授かった事に感謝を

して、しっかりと育ててゆく親としての覚悟の押い，、

祈りは、赤ちゃんが元気で健やかに羽ばたけるよう神

様の祝福を願うものである、、短い11；！lllVではあるが一’組

ごと1’寧に執り行い、大変充実した雰囲気が感じられ

［特集］若い親たちの子育て

る。時には、祝福式を受ける家族のベビーカーが並ぶ

ほほえましい光景に出会えるのが嬉しい．／，

　若い夫婦は人生の節目となる行事を積極的に取り入

れないように見えるが、実際の新郎新婦を見ると一・概

にそうとは思えない。節目律∬への参加の1呼びかけが

不足していたり、彼らの価値観に合う節U行事を周洲

が提案していないのが現状のような気がしてならな

いe挙式を間近に控えた妊娠1．1．，jUlの花嫁が、お腹の赤

ちゃんに向け、元気に誕生するようお祈りをしてほし

いと急にお願いをされたことがあるF，喜んでその依頼

を受けてくれた牧師は、少し人きくなったお腹に手を

かざし、もうすぐ泣き声をあげるであろう小さな命に

語り、その人生が安らかなものであるよう神に祈一：）た。

ll々のニュースの中で、せっかく授かった．∫・供を無責

任に死亡させる惨い事件も多いが、複雑な社会だから

こそ、元気で良い人生が送れますように……と祈る牧

師の前で、できちゃった結婚fll～備叩の花嫁から、大粒

の涙が溢れ何度もぬぐっていたc今11までがどんな道

のりであったとしても、彼女はきっと良いお母さんに

なるだろうと、横で見ている私まで感動した。

6．　さいごに

　親はr・供の・i｛張をll｛而から受けLltめ、認めるべきは

認め、もの）llすべきは臆さず伝える。子供は自分の手

で幸せな家庭を築き、親に本当の安心を与える．、結婚

式とはそんな大切な思いを、経緯やわだかまりすら超

えて伝え合うこともできるのである。

キーワード：できちゃった結婚

　1990年代後半より多く見られるようになった、婚前妊

娠をきっかけに結婚をすることの呼称。有名人のできちゃっ

た結婚が多かったこともあリスキャンダラスに扱われたり、

呼び方が軽いこともあって、最近では「おめでた婚」「授か

り婚」、ママと結婚という言う意昧の英単語“マリッジttを

併せて「マママリッジ」、「マタニティウエディング」とポ

ジティブな呼び方に変化している。
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若い親たちの子育て

蓮鹸噛瞬難㈱の楠例

．1L 二人で育てるために

～両組学級の見直し～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うらその
　　　　　　　　社団法人全国保健…一齢会企・・継浦園その子

1．はじめに一父親の育児参加推進事業の概要一

　核家族化が進み川産・育児がJt；と夫のみの家庭で行

われることが・般的となり、（この結果と短絡的に言

うことはできないが）f・riてに対’する母親の負担感が

極めて大きくなっている，、核家族化とともに、地域の

育児力も弱体化した．さらに、若い｜Ill代のコミュニケ

ー
ション能Jjの不足が指摘され、　r育て中の1り：親が自

分から積極的に外との関わりを持つことがIC手であっ

たり、本1↑で話せなかったりという傾向がみられ、∫・

育てを困難にしている

　こうした母親を支えるために、」㌘育てのパートナー

である父親の育児参加を進めようと、社団法人全Pil保

健センター連合会似ド、全保述）では3力年計画で

「父親の育児参加推進事業」を実施している．．市町村

保健センターで行われている両親学級のプログラムを

見直し、また、妊娠届出時の指導や乳幼児健診等での

育児支援の場を活用して父親役割の液要性を伝える機

会を広げ、社会全体の父親の育児の認知度を高めてい

くことをll的に、さまざまな、ン：場、専門分野の委貝に

よる「父親の育児参加推進’lr業推進委貝会」を設けて、

Il果題を整理し、父親育児の課題・閲題∫払育児参加の

推進方策を検討している，推進委貝会には保健センタ

ー
の両親学級雪II’11者（保健111［j）によるワーキンググル

ー
プを置き、地域でのr・fiての現状や画親学級のあり

方を討1逃して、より共体的な父親の育児参加のための

両親学級プログラムや地域での事業展開について提起

していくこととした．．

2．全国調査からみた両親学級の実施状況

　現在、市lllr村『保健センター（以ド、保健センター）

の設置数は2．692ヵ所、設置率は全市町村の9割近く

となっている（平成17年度保健センター及び類似施設

問査）／t保健センター未設置のfl“町∫村「は人日規模の小

さいところが多く、Ili町村『合併を背景に設置率はさら

にヒ昇している。また、乳幼児健診等のrli“rf村の母r一

保健事業の多くが保健センターで実施されている

　今回、全市町村を対’象に［1｜lj親学級の実施状況等を調

在（（i効llll答数L373　ib∫111］’村）して、地域における父親

育児推進の現状や［｛果題を検討した

　この結果、‘．D妊娠中の川産準備教育の場である両親

学級もしくは母親学級は8割以上の市ll1∫村が実施して

おり、阿親学級だけでみると6割強が実施している

（本訓査では、ItJ：親学級0）叩で川1ηでも父親参加を呼

びかけているものを両親学級とした）。「両親学級・母

親学級は行っていない」と川答したll∫町村は、人日焼

模が小さく、年川川生数が10人に満たないところも

多い，tまた、未実施の市ll1∫村では「その他」の記載に

「教室を開催するのではなく、個別で対応している」、

「病院と連携し、開催している」、「両親学級は開催し

ていないが、訪問でカバーしている」という回答がみ
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